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 詩の第 1 行は、日の光がしたたるといういわば光を液状のものとして可視的にとらえる印象的








































の意味的な働きはややわかりにくいが（あわせていえば第 2 連第 4 行の「はや」もなぜ「はや」
なのか必ずしもよくわからない。前行の「はな」に誘引された語ともいえる3）、なにかそこにも
うひとつ思いもかけないものを見たという驚きがこめられているといえようか。 
また第 3 行「あをぞら」の「ぞ」と響きあう、第 4 行行末「見ゆるぞ」の、濁音できわだつ助
詞「ぞ」は、つぎの最終第５行の「さびしいぞ」でさらに「ぞ」が念を押すように反復されるが、
                                                                                                                                                          








代文学注釈大系 近代詩』有精堂、1963 年、179 頁）。分銅淳作は犀星の「いまははや」の語釈で、品詞分析は
せずに、たんに「いまはもう」といいなおしている（『現代詩評釈』、學燈社、1969 年、124 頁）。 
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           一 
    今日
け ふ
もかなしと思ひしか、ひとりゆふべを、 
    銀の小笛の音
ね
もほそく、ひとり幽かに、 
    すすり泣き、吹き澄ましたるわがこころ、 
    薄き光に。 
 
                                                   
4 伊藤信吉『抒情小曲論』、青娥書房、1969 年、16 頁。 
5 伊藤博校注『万葉集』下巻、角川書店、1985 年、312 頁。 
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           二 
    ああかなし、 
    あはれかなし、 
    君は過ぎます、  
    薫
くゆり
いみじきメロデアのにほひのなかに、 
    薄れゆくクラリネツトの音のごとく、 
    君は過ぎます。 
 
          十九 
    嗚呼さみし、哀れさみし、 





    なにものか求めゆくとてさすらひくらし、 
    日をひと日ただあてもなうさすらひくらす。 
    嗚呼さみし、哀れさみし。6 
 
「銀の小笛」や「クラリネツト」の舶来趣味の小道具をあしらい何か人工的な情景設定のもと、
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   さびしさびしいま西方にくるくるとあかく入る日もこよなく寂し11 
  
のような白秋の「さびし」の連呼にも似た歌があるいっぽう、  






        けだもののにほひをかげば悲しくもいのちは明
あか
く息づきにけり14（以上『赤光』） 
    うつしみは悲しきものか一つ樹をひたに寂しく思ひけるかも15 












                                                   
9 西郷信綱は「『赤光』から『あらたま』への道は、「かなし」から「さびし」への移行であったといわれている」
と書いている（『斎藤茂吉』、朝日新聞社、2002 年、162 頁）。 
10 「『さびし』の伝統」、『斎藤茂吉選集』第11巻「随筆」、岩波書店、1981年、84-98頁。初出は 1937年 4月『思
想』誌上。 
11 『日本近代文学大系 43 斎藤茂吉集』、角川書店、1960年、69頁。 
12 同上、121 頁。 
13 同上、124 頁。 
14 同上、95 頁。 
15 同上、248 頁。 
16 同上、249 頁。 
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17 『明治文学全集 河井酔茗・横瀬夜雨・伊良子清白・三木露風』 第 59 巻、筑摩書房、1969 年、271 頁。 
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非論理性を伴つた。」（『現代詩読本 6 室生犀星』思潮社、1979 年、217 頁。これは『室生犀星全集』第 1巻解説
の再録である） 
22 ただし犀星の全俳句を収載した『室生犀星句集 魚眠洞全句』(北国出版社、1977 年)を読むかぎり、俳句から
詩への創造上の直接的、つまり目に見えるかたちでの影響はないようにみえる。 
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23 中野重治『室生犀星』、筑摩書房、1968 年、11 頁。 
24 日夏耿之介『日本近代詩史論』、角川書店、1949 年、188 頁。「室生に於てはその無学がその才能の高さを蔽つ
て逆効果を奏し却て見栄えのあるものにして見せ、単純の内に複雑を蔵してゐるかの如くに迷想せしめる…」と
ある。 
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29 『定本室生犀星全詩集』第１巻、前掲書、82 頁。 
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30 『定本室生犀星全詩集』第 2 巻、6 頁。 
31 『定本室生犀星全詩集』第１巻、前掲書、65 頁。 
32 同上、66 頁。 
33 同上、67 頁。 
34 同上、80 頁。 
35 同上、80 頁。 
36 『白秋全集』第３巻、岩波書店、1985 年、242 頁。 
37 同上、225 頁。萩原朔太郎は、「真如」（1914 年 10 月雑誌初出）という詩で、この白秋の詩句の「日」を「血」
に変えて、「したたるものは血のしづく」という詩句を書いている（『萩原朔太郎全集』第 3 巻（補訂版）、筑摩書
房、1986 年、82 頁）。 
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 うつとり うつとりまはる水ぐるま。 
















                                                   
38 『白秋全集』第３巻、518 頁参照。 
39 『定本室生犀星全詩集』第１巻、前掲書、560 頁。ただし同頁では「利根山」とあるが、これは誤植で、『ア
ララギ』1914 年 4 月号、6 頁（1975 年刊教育出版センター復刻版による）では「利根川」とあるので、そのよう
に訂正した。 
40 『定本室生犀星全詩集』第１巻、前掲書、562 頁。 
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1914 年［大 3］4 月の上掲「菜種の畑」雑誌発表のすぐあと、翌 5 月発行の『詩歌』に、白秋の






















    ふかき夜のしづくしたゝり 
    ふかき夜のさしぐみ流る［…］45 
 
さらに、同年 11 月の『中学文壇』の「盲人のゆめ」には 
 
  喪服も長き楽人の冴えたるさけび 
                                                   
41 吉田精一は「この［白秋の］作には意識的にせよ、無意識的にせよ、犀星の「寂しき春」からの影響が感じら
れる」と書いている（『日本近代詩鑑賞（大正篇）』、新潮社、1953 年、95 頁参照）。 
42 この前橋旅行（犀星のいう「利根川旅中」）の詳細については、たとえば三浦仁『室生犀星 詩業と鑑賞』、お
うふう、2005 年、63 頁参照。 
43 久保忠夫「犀星の『寂しき春』」、『室生犀星研究』所収、有精堂、1990 年、22 頁からの引用、傍点は上田。こ
の論文はまず 1956 年 12 月、大学紀要に発表されたあと、同書に収録にあたって重要な補訂がなされている。こ
の補訂最終版をもって本稿では久保忠夫説とする。 
44 同上、17 頁。 
45 『定本室生犀星全詩集』第 1 巻、前掲書、381 頁。この詩はのちに『十九春詩集』（1933 年）に収録される。
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    そもやかてたからにひくく 
    死の音楽ぞしたゝりつ滴りつ……。46 
     
とあり、1910 年［明 43］年 2 月の『スバル』掲載の「尼寺の記憶」には 
 
    あはれ底力ある誦経のものあまさ 
    点々としたゝり、 







していたとみずから語る犀星は、かれよりわずか 3 歳年上とはいえ早熟の詩才を発揮して 1909








1913 年［大 2］雑誌初出の白秋の短唱以前に、さらにまた 1909-1910 年［明 42-43］に発表され
た犀星の習作作品より前に、1908 年［明 41］三木露風が、つぎのような詩句をふくむ「白昼」（1908
年［明 41］4 月『新潮』初出、翌年 9 月刊『廃園』収録）を雑誌に発表していた。 
   
    あふぎ見たまへ、かの光 
    白く顫へてしたたるを。48 
 
また「野路の日光」（1908 年［明 41］10 月『ハガキ文学』初出、『廃園』収録）では 
 
  草のいきれ、 
                                                   
46 同上、381 頁。 
47 同上、382 頁。 
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  赤い花、 
    まつしろに輝く野の小石、 
    午後の空は眠つて 






















ただいっぽうで、白秋自身は、「濃霧」（1908 年［明 41］11 月『明星』初出、翌年３月刊『邪
宗門』収録）で、 
 
  朧たる暑き夜の魔睡……重く、いみじく、 
                                                   
49 同上、294 頁。 
50 同上、295 頁。 
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53 『白秋全集』第１巻、23 頁。詩にそえて「1908 年［明 41］10 月」とあり、これは創作の日付と考えられる
だろう。また引用箇所は初出形（同、613 頁）と詩集所収形で字句は同じである。なお〈したたる光〉の北原白
秋における使用を調査した佐々木氏の論文ではこの「濃霧」の詩句が漏れおちている（佐々木充「〈したたる光〉






54 『白秋全集』第 1 巻、94 頁。 
55 同上、106 頁。 





57 『明治文学全集 土井晩翠・薄田泣菫・蒲原有明』第 58 巻、筑摩書房、1967 年、286 頁。初出形（『新声』1904
年 1 月号、63 頁。1983 年刊ゆまに書房復刻版による）と詩集所収形に異同はない。 
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wheat も「血のしたたり」drops of blood も「人生の失われた日々」という時や歳月の隠喩的表
現として用いられているのである。59 
  The lost days of my life until to-day, 
  What were they, could I see them on the street 
  Lie as they fell? Would they be ears of wheat 
  Sown once for food but trodden into clay? 
  Or golden coins squandered and still to pay? 
  Or drops of blood dabbling the guilty feet? 
  Or such spilt water as in dreams must cheat 







Mit silbergrauem Dufte war das Tal 
  Der Dämmerung erfüllt, wie wenn der Mond 
  Durch Wolken sickert. Doch es war nicht Nacht.62 
                                                   
58 北川透（『詩の近代を越えるもの』思潮社、2000 年、169 頁）も犀星の詩句の遠い淵源には有明の「月のした
たり」があったのだろうととらえているようだ。 
59 矢野峰人『蒲原有明研究（新訂版）』、日本図書センター、1984 年、134 頁。関良一や佐々木充もこのことを追
認している（関良一、前掲書、131 頁；佐々木充「〈したたる光〉――ある詩語の水脈」、前掲論文、95頁）。 
60 Dante Gabriel Rossetti, Poems, edited by Oswald Doughty, Everyman’s Library, 1968, pp.123-124. 
61 朔太郎の『月に吠える』（1917 年［大 6］）「すえたる菊」にも「その菊はいたみしたたる」という用法がみえ
る。（『萩原朔太郎全集』第 1 巻（補訂版）、筑摩書房、1986 年、23 頁）。 
62 « Erlebnis », Hugo von Hofmannsthal, Sämtliche Werke, I, Gedichte 1, herausgeben von Eugene Weber, S. Fischer Verlag, 
1984, p. 31. この詩の創作年代については同書解題（p. 175）に拠る。なお茅野蕭 （々1883-1946）はこの詩を 1910
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のしたたり」から着想を得たものなのだろうか。じつは有明の詩句の初出（1904 年［明 37］1 月）



















                                                                                                                                                          
年［明 43］8 月の『スバル』で翻訳紹介している。そこでは、タイトルは「経験」、冒頭三行は「月雲を漏るが如
く、薄明の／谷は充ちたり、銀白の薫もて、／されども夜にはあらざりき。」と訳されている（『スバル』明治 43
年 8 月 1 日発行、78 頁。1965 年刊臨川書店復刻版による）。 
63 ホーフマンスタール『詩集・拾遺詩集』（富士川英郎訳）、平凡社、1994 年、16 頁による。 
64 « Correspondances», Charles Baudelaire, Œuvres complètes, I, éd. Claude Pichois, Gallimard, 1975, Bibliothèque de la 
Pléiade, p.11. 
65 『明治文学全集 土井晩翠・蒲田泣菫・蒲原有明』前掲書、285 頁。 
66 なおモーパッサンの『山シギ物語』 (1883 年刊)所載の「ノルマンディーの男」（1882 年 10 月『ジル・ブラー
ス』誌初出）のなかに次のような文章が読まれる： « L’automne, l’automne merveilleux, mêlait son or et sa 
pourpre aux dernières verdures restées vives, comme si des gouttes de soleil fondu avaient coulé du ciel dans 




67 『明治文学全集 土井晩翠・薄田泣菫・蒲原有明』、前掲書、148 頁。詩集では詩に創作時期と思われる「三十
七年五月」という日付が添えられている。初出形（『明星』1905 年１月号、92 頁。1980 年刊臨川書店復刻版によ
る）では引用第 2 行が「大み光のしたたり」、第５行が「くらやみ路のあかりや」と詩集所収形との間に異同はな
い。 
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日（光）のしたたり：有明(1904)…泣菫(1905)―露風(1908.4, 08.10, 09.4)――――白秋(1913)－犀星(1914) 




















                                                   
68 同上、189 頁。詩集では詩に創作時期と思われる「三十七年十月」という日付が添えられている。初出形（『明
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69 佐々木充「〈したたる光〉――ある詩語の水脈」、前掲論文、98 頁。 
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について検討してみたい。   











ついて詳細な議論が展開されている Pierre Bourdieu, Les Règles de l’art :Genèse et structure du champ 
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